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読図の進め方

【目的】　地形図とコンパスを使って安全・適切なルート選択ができるようにする。

１．マクロな目的・・・読図は「登山計画」

　　　「１時間歩いたから１本休もう」．．．時間だけに捉え休む場所は考えない。そんな山行

をしていませんか？

最終的な目的地とそこに行くのにかかるトータル時間、そして赤実線で書かれた登山地図

（通称エアリア）の線としてのコースだけしか見ない。

　　　⇒読図ができれば山を「線」ではなく「面」として捉えることができ、山のフィールドが
　　　　何倍も拡大できる。すなわちそれが安全登山につながる。

２．読図はハイキングから沢登り、雪山まですべての登山者がマスターしなければならない
　　登山基礎の必修技術である。

　　むしろ里に近い低山ほど登山道以外の踏み跡（森林作業路、測量作業路、電力会社作業路

　　釣り師の巻き道など）が錯綜し道迷いを起こしやすい。

ハイカーほどこの技術は必須である。

【事前準備】

１．1：25000図（国土地理院発行。大型書籍店等で購入可能。磁北線は自分で記入）、
カシミール３Ｄ（web、書籍で購入）など地形図を各自入手する。
1：25000図は原本に記入するよりも、コピーをとってそれを使った方がよいでしょう。

老眼などの方はコピーの段階で２倍にして1：12500図にすれば更に見やすくなる。

· オーソドックスな磁北線記入の仕方（地形図の場合）
1 まずは地形図右側に記載されている「西偏＊＊度」を確認してください。

2 地形図右端下角から分度器で＊＊度に傾いた点をプロットし、角と点（その延長

までも）を線で結びます。

3 その線を起点にして長い定規でスライドさせながら、行く山域がカバーできるよう

にどんどん引いていきます。（鉛筆でよい）

　　カシミール３Ｄは日本全国、磁北線も入れられ、縮尺も自在に変えられるので非常に便利
　　です。ｗｅｂで自分のＰＣにダウンロードして、山旅倶楽部に年間利用料￥2,800を支払え

　　ばすぐに使用できます。ただしＭａｃは使用ができないようです。

２．プリントアウトした地形図に

①谷線を青細ペンで等高線の谷の凹みが終わるまで細かく引く。

　少しの凹みも見逃さないこと。いざという時、そのことが命を救うかも。
2 人工物（送電線、建物、道路、三角点、一般登山道など）を緑色の蛍光ペンで塗る。

3 地形的に現在位置が確認できそうなポイント（ピーク、コル（峠）、傾斜が急に変化

する場所など）とその標高を記入する。
4 危険箇所（ガレ場、ザレ場、岩場、等高線の間隔が詰まったところ、痩せ尾根、

　　　　太った尾根で尾根が分派しているところ、登山道が沢を横切っているところなど）

　　　　を黄色の蛍光ペンで塗る。

地形図を見慣れていない方は、尾根線（谷線の逆）を茶色の蛍光ペンでなぞってもよい。

３．予定ルート中で有事の際の「エスケープルート」をチェックしておく。

　　　エスケープルートの設定は、主に３つの原因を想定し、一番早くかつ安全に、安全圏に

降りられるルートを事前に確認し、一緒に行くメンバー内に行動判断を意思統一して

おく。
①危険ポイントや迷いやすそうなポイントの手前での判断

　　　　　　　→　事前読図や他記録である程度対応できるはず。

　　　　　②悪天候に摑まる一歩手前の脱出ルート（悪天になったらどうなるかを考えて）

　　　　　　　→　直前の天気予報、行動中の携帯サイト、観天望気で対応できるはず。

　　　　　③メンバー内トラブル（体調不良等）で下山するルート

　　　　　　　→　会や仲間内で、持病等の情報、体力（精神体力も含む）の情報、
　　　　　　　　　山行経験や最近のトレーニング情報などを共有化していればある程度

　　　　　　　　　対応できるはず。

【内容】

1． あらかじめ地図上で現在位置の確認（視認）ができそうな場所をメンバー内で事前に
標高も併せて決めておく。※標高はメンバー内の行動中の「共通言語」となる。
2． 実際に歩いてみて、選定した目標地点の位置を歩きながら確認してみる。

3． 目標地点への進むべき方向をコンパスを使って決める。

4． 目標地点までのコースタイムが予測できるようにする。

· 注意点

１．支尾根の分派点は、等高線に表れない（つまり10m未満の小ピークが多い）ピークであるこ
とも多い。この場合、等高線は閉塞せずに、しずく型（くじら型）になっている。

２．現在位置の確認は、一つの証拠だけで確信しないこと。必ず複数の証拠をあげて検証する。
例えば、

　　　・証拠１「登り始めから３つ目のピークだから」

　　　・証拠２「270度の方向に林道が180度曲がっている地点が見え地図と一致する」

· 証拠３「予想したタイムとほぼ同じである」　

　　　　など、３つも証拠が揃えばかなりの確率で現在位置を確定できる。

　　そのほか「送電線の下である」「高度計が○○mをさしている」

　　　　　　「右側に大きなガレ場があり地図と一致する」

　　　　　　「支尾根が３つに分かれている場所である」

　　　　　　「左側に見える顕著な尾根が終了している地点だ」などなど。

1 読図の考え方は「推測」→「検証」→「確信」の作業です。（ＰＤＳサイクル）
　　　１００％思いこみをしてしまうと間違った時にパニクリます。

　　　上記のような複数の証拠を根拠に「たぶん今はココにいるのだろう」と常に疑うことの

　　　余地も頭の隅に残しておきます。

　　②コースタイムの設定目安は人により様々あるかと思いますが、以下の目安を基本に

　　　して下さい。

· 登りの場合　→　水平距離15分／1,000m　＋　高度差10分／100m

　　　例）現在位置ＡからピークＢまでのコースタイム

　　　　　（※傾斜がそれほど変化がなく一律な場合）

　　　　　水平距離750m、高度差250mの場合

　　　　　　11.25分　＋　25分　＝　36.25分

· 下りの場合　→　水平距離15分／1,000m　＋　高度差５分／100m

　　　　　　　例）水平距離750m、高度差250mの下りの場合

　　　　　　　　　　11.25分　＋　12.5分　＝　23.75分

　　③踏み跡がついていれば、そのまま追いかけてしまう傾向が強いようです。

　　　踏み跡は、何かの目的でついていることに間違いはないのですが、それが東京電力や

　　　森林組合の仕事道であったり、また時には進むべき方向の先に危険地帯があるため迂回

　　　していることもあります。

　　　非一般登山道などで、シカ道（小粒な丸い糞が大量にも落ちている）はいざという時

使えます。
　　④読図ばかり行っていると次のリスクが考えられます。
　　　　・地形図を見ながら歩いてると、木につまずいたり崖に気づかなかったり、返って

　　　　　リスクが大きくなるので、上述の現在位置を確認できるポイントで行い、次の

　　　　　ポイントまでを覚えておく。

　　　　・いちいち立ち止まって確認作業をしていると、行動時間が遅れてしまいます。

　　　　　現在位置が確認できそうなポイント　＝　休憩ポイント

　　　　　に事前に設定すれば効率的な行動ができます。

　　⑤場合によっては懸垂下降等を使用した方がよい場合もあります。斜度が寝ている下降で

　　　使えるダイアッパーハーネス（スリングとカラビナを使用した簡易ハーネス）と

　　　ムンターヒッチ（半マスト結び）をマスターしておきましょう。

　　　8ｍｍ×20ｍくらいの補助ロープを携行しましょう。

· 登山装備（ハイキングでも携行する装備）
　　・コンパス（すぐに出せるように、ザックのショルダーに装備）
　・カスタイマイズした地形図（予備も）

　・エアリア（補助）　・筆記具　・ジプロック等ＭＡＰケース

　　・ファーストエイドキット（三角巾大、テーピングテープ、滅菌ガーゼ、絆創膏、

　　　サムスプリント、鎮痛剤、レスキューシート等）

　　・ツエルト　・コンロ（小型）　・ガスカートリッジ　・コッヘル（小）

　　・レインウエア　・補助ロープ（7～8mm×20ｍ程度）　・ロックカラビナ（HMS型）
　　・テープスリング（120～150cm程度）

　　・ヘッドライト（予備電池も）　・携帯電話、スマホ（または無線機）　・乾電池式携帯電
話バッテリー

    ・行動食のほか非常食（高カロリーのもの）、飲料（体重×５×行動時間ｈ　※最低半分）

　　・ほか一般登山装備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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